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1.    1964年か ら65年 にかけ て沖縄 で風 疹（三日はし か

と呼 ばれてい た） が大 流行し た。その後，風 疹によると

思 われる心身障 害児が384 名出生し ，その年度 の半年間

の出生数 約１万 に対し ，約3% の比率を示し てい る。そ

の 要因の多 くは ，母 親が妊娠 してい ながら，妊娠 してい

るこ とを知 らずにい た というこ とである。つ まり受 胎か

ら人 間とし て形づ くられる胎芽期 を意識し てい ない とこ

ろ に問題 点を見出 した。

生 命の誕生は ，受 精の日を出発点としてい るだけに夫

婦 の健康状態，精神状 態，経 済状態，生まれる時期，家

族 の期 待のもとに選ば れる生 命の誕 生でなければならな

いは ずであ る。意図的受 胎に よって，それらの効 用性を

高 める事は科学的 に可能である。

2. 今回 は日本政府派遣 検診 班の実態報告を資 料 とし

考 察を進 めてい く。

3 今回の風 疹による資料だけでな く，沖縄における

心身 障害者数，要因，施 設，経 費等を調査し，母子衛生

の状態等を関連づ けて結果をま とめる。し たがって，今

回 の発表は，風 疹による と思われる心身障害児の出生に

つ いて実状を報告し，今後の研究の糸口にしたい 。


